
馬屋上・野谷地区における
乗合タクシー導入検討について

（１）これまでの検討の流れ

（２）馬屋上・野谷地区の特性と生活交通の需要

（３）運行計画の検討状況

（４）今後のスケジュール
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（１） これまでの検討の流れ

 H28年12月に地元検討組織「馬屋上・野谷学区の生活交通を考える会」を設置

（連合町内会長、町内会長などで構成）

 ２度のアンケート調査に基づき、運行計画案を検討中

ニーズ調査（１回目）
＜全戸配布＞

ニーズ調査（１回目）
＜全戸配布＞

ニーズ調査（２回目）
＜全戸配布＞

ニーズ調査（２回目）
＜全戸配布＞

委員会の設置
ニーズ調査の企画
委員会の設置

ニーズ調査の企画

分析・考察、
運行計画（案）の作成、
運行事業者の選定

分析・考察、
運行計画（案）の作成、
運行事業者の選定

H29.2H29.2

H29.11H29.11

H28.12H28.12

H29.1H29.1

第１回 委員会第１回 委員会

第２回 委員会第２回 委員会

調査票の
配布・回収
調査票の
配布・回収

分析・考察
運行計画（素案）の作成
第２回調査の企画

分析・考察
運行計画（素案）の作成
第２回調査の企画

H29.7H29.7

H29.9H29.9

第３回 委員会第３回 委員会

第４回 委員会第４回 委員会

調査票の
配布・回収
調査票の
配布・回収

第５回 委員会第５回 委員会H29.11H29.11

H30.11H30.11 第７回 委員会第７回 委員会

地元検討会議の開催地元検討会議の開催H31.1H31.1 第８回 委員会第８回 委員会

＜検討内容＞ ＜地元検討組織の活動＞

■ 生活交通の検討プロセス ■ 馬屋上・野谷地区での取り組み

地域の要望

地域の生活交通について
検討

本格運行

利用実態の分析

ニーズ調査

運行計画作成

試験運行

地元検討組織の設置

運行改善、利用促進

地元組織の主体的
なチェック・改善

第６回 委員会第６回 委員会H30.4H30.4



0

50

100

150

200

250

300

350

400

0～
4歳

5～
9歳

10
～
14
歳

15
～
19
歳

20
～
24
歳

25
～
29
歳

30
～
34
歳

35
～
39
歳

40
～
44
歳

45
～
49
歳

50
～
54
歳

55
～
59
歳

60
～
64
歳

65
～
69
歳

70
～
74
歳

75
～
79
歳

80
～
84
歳

85
～
89
歳

90
以
上
歳

（２） 馬屋上・野谷地区の特性と生活交通の需要

■居住人口（H30.12末時点） ■乗合タクシーで最も行きたい場所 （買い物・通院先の上記５箇所）

生活交通が導入
されたら利用するか
（n=2134）

普段の外出で
困っているか
（n=2392）
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■移動に関する住民意識

（第2回アンケート調査／回収率55％、2154人から回収）

（第1回アンケート調査／回収率60％、2393人から回収）
困っている
18%

困っていない
68%

どちらでもない
14%

利用する
26%

将来は利用する
53%

利用しない
21%

買物 施設名 回答

1位 エブリイ 69

2位 ハローズ 64

3位 グランドマート 28

4位 ジュンテンドー 6

5位 ディオ 4

通院 施設名 回答

1位 岡山国立病院 40

2位 森脇内科医院 19

3位 山谷医院 10

4位 マスカット内科 10

5位 難波医院 6

人口3,829人
（高齢化率40%）
人口3,829人
（高齢化率40%）（人）
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（３） 運行計画の検討状況

馬屋上地区馬屋上地区

野谷地区野谷地区

区域区域

国立病院

ディオ

ハローズ

グランドマート

森脇内科医院

山谷医院

さかの内科医院

マスカット内科
クリニック

＜路線バス停留所＞
津高営業所妙でん寺前

サンノゼの丘クリニック

運行エリア

デマンド型乗合タクシー
（区域運行）

運行形態

運行頻度 月・水・金の
週3日の運行

自 宅 国立病院

国立病院 エブリイエブリイ

自 宅エブリイエブリイ

○

○

区域

区域

区域

区域

エブリイエブリイ 森脇内科森脇内科 ×

たとえば・・・

区域内（青で囲んだ範囲）はどこでも乗降可能

自 宅国立病院 ○
区域区域

区域の外側にある施設間は利用不可

区域外での乗降は、基軸経路上の指定箇所のみ

ジュンテンドー

エブリイ

難波医院
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時刻表

予約の
運用ルール

 前日１７時までに予約（キャンセルも）

 前日１７時から１９時の間に、予約した方に運行事業者から電話で送迎時間を伝達

出発地

早朝便 7:30から

１便 9:00から

２便 10:00から

３便 11:00から

４便 12:00から

５便 13:00から

６便 14:00から

７便 15:00から

８便 16:00から

９便 17:00から

１０便 18:00から

例  Aさんは「行き」、Bさんは「帰り」に、同じ便（例えば10時の便）
を予約した場合、Aさんは9:50に出発し、Bさんは10:15に出発
（運行事業者は、10時を基準に送迎の時刻・順番を組み立てる）

 運行事業者は、AさんとBさんに迎えに行く時刻を前日に電話する・早朝便と、９時から１８時まで１時間ごとに設定
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＜区域内の移動＞
馬屋上・野谷地区

及び国立病院までの移動

＜区域間の移動＞
馬屋上・野谷地区及び国立病院
と横井地区をまたぐ移動

均一500円

１人で利用 ：1000円
2～4人で利用： 500円

＜路線バスとの乗り継ぎ＞
指定のバス停で、

路線バスと乗合タクシーを
乗り継ぐ場合

指定バス停
で乗り継ぐ場合 ：100円

 予約時に何時の路線バス（行き・帰り）に乗り継ぐかを運行事業者
に伝える

 運行事業者は、同じ便に複数の予約がある場合は、路線バスとの乗
り継ぎを優先し、運行の順番を考えて迎えに行く時刻を利用者に伝
達する

運賃設定（案）

１ 2 3 4
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現在
位置

[STEP①] 導入検討の開始

[STEP③] 運行計画素案の検討

[STEP⑤] 運行計画案の詳細検討

[STEP④] 需要調査の実施

[STEP⑪] 試験運行の開始

[STEP⑥] 運行事業者の選定

[STEP⑧] 地域公共交通会議

[STEP⑨] 事業認可申請（運輸局）

[STEP⑩] 試験運行の準備

[STEP②] アンケート集計・運行方針の検討

①時刻表作成、バス停設置
（それぞれデザイン検討含む）

②住民への周知・PR

③乗り方教室開催
（路線バスと乗合タクシー）

秋ごろ

＜選定の流れ＞

説明会（事業者）

公募

企画提案書の提出

ヒアリング

審査・選定
考える会

市HP
タクシー協会

（４） 今後のスケジュール ※想定のスケジュール

[STEP⑦] 運行計画案の作成


